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１ 立地適正化計画の概要 
 

（１） 立地適正化計画策定の背景 

 人口減少・少子高齢化が進む中で、無秩序な市街地拡大の抑制と都市機能の集約、いわゆるコン

パクトシティによる“持続可能な都市づくり”が求められています。国では、コンパクトシティの実

現に向けてより具体的な施策を推進するため、２０１４年に都市再生特別措置法を一部改正し、

「立地適正化計画制度」を創設しています。 

 芝山町においても、成田空港の更なる機能強化に伴う波及効果を見据えながら、住民が安心して

暮らし続けることのできる都市づくりに向けて、令和５～６年度の２か年で『芝山町立地適正化計

画』を策定しました。 

 

 

出典：国土交通省資料より抜粋 
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（２） 立地適正化計画とは 

 立地適正化計画は、都市計画法を中心とした従来の土地利用の計画に加えて、居住機能や都市機

能の誘導によりコンパクトシティ形成に向けた取組を推進しようとするものです。 

 都市再生特別措置法第８１条第２項に規定により、立地適正化の基本的方針を定め、居住機能や

都市機能を誘導する区域（居住誘導区域・都市機能誘導区域）や誘導するための施策・事業、防災

指針等を定めます。 

   

 

出典：国土交通省「立地適正化計画策定の手引き」より一部加工 

 人口減少の中にあっても、人口密

度を維持することにより、生活サ

ービスや地域コミュニティが持続

的に維持・確保されるよう、居住の

誘導を図る区域 
 

 原則として用途地域内に設定 

 医療・福祉・商業・公共施設等の都

市機能を都市の中心拠点や生活拠

点に誘導・集約することで、これら

の各種サービスの効率的・持続的

な提供を図る区域 
 

 原則として居住誘導区域内に設定 

用途地域 
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（３） 立地適正化計画と各種計画との連携 

 コンパクトシティの形成に向けた取組は、公共交通の充実、防災まちづくり、公共施設の再編、医

療・福祉環境の充実など、都市づくりに係る様々な関係施策との連携を図りながら、総合的に検討

していくことが必要です。 

 特に都市機能誘導区域内で設定する「誘導施設」については、各課が所管する公共施設の再編動

向や各種事業の関連施設の立地動向など、将来の見込みを庁内全体で共有しながら設定していく

ことが重要となります。 

 

 

出典：国土交通省資料より抜粋 
 
 

■ 計画の位置づけ 

   
芝山町都市計画マスタープラン 

芝山町立地適正化計画 

【町の上位計画】 

【県の上位計画】 

 芝山都市計画 都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針（都市計画区域 
マスタープラン） 

  芝山町地域公共交通計画 

 芝山町公共施設等総合管理計画 

 芝山町国土強靭化地域計画 

 芝山町地域防災計画 

 芝山町空家等対策計画 

 成田空港周辺の地域づくりに関する 

「基本プラン」及び「実施プラン」 

 芝山町第５次総合計画 
 芝山町人口ビジョン及び第３次芝山町 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

【その他関連計画】 整合・連携 即す 

即す 

即す 

【町の都市計画】 
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（４） 立地適正化計画の策定により期待される効果 

芝山町においては… 

 

 

 

 

 

芝山町の将来都市イメージ※ 

○人口減少、少子高齢化の進行、生活利便性の確保に資する都市機能の不足といった諸課題が

顕在化。 

○その一方で、成田空港の更なる機能強化や圏央道の開通に伴い、空港敷地の拡張による移転

代替地や新規住宅地の整備、新たな都市機能の創出など、他の自治体にはない都市的ポテン

シャルを有しており、これらが生み出す波及効果をまちづくりに最大限に取り込んでいくこと

が必要不可欠。 

◆ 安全・安心な居住環境の形成・誘導による人口規模・地域コミュニティの維持 

◆ 成田空港の更なる機能強化に伴う新たな拠点整備の促進及び地域経済の活性化と魅力創出 

立地適正化計画策定の効果 

※このイメージは、芝山町が
目指す将来都市構造図を
基に、各拠点やゾーンでの
暮らし・交流のイメージを
模式化したものです。範囲
等は実際とは異なります
ので、ご留意ください。 

多古ＩＣ 

ＩＣ構想 


